
~間違いもあるさ。それが味になるんだよ。~ 

「伝わる、響く音楽。」

■日時：６月２0日（土曜）16:00~19:00 
          （受付：15:30～、音楽談義 トークライブ：16:00～、交流会：17:30～）          
■場所：インタークロス・クリエイティブ・センター（ICC）１F クロスガーデン 
           札幌市白石区東札幌5条1丁目1－1 
■ゲスト：Tuck Hersey (タック・ハーシー) 
■参加資格：ミュージシャン、バンド関係者、音楽レーベル、イベンター、 
                 音楽ビジネス、メディア関係者、コンテンツ関連など。 
■参加無料: 要申し込み（先着１００名様限定） 
■申し込み：以下の申し込みフォームに記入の上、お申し込みください。 
                       URL : http://u000u.info/lDCS 
■締め切り：６月19日（金）定員に達し次第、締切とさせていただきます。 
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インタークロス・クリエイティブ・センター（ICC）では、コンテンツ産業振興の一環として、音楽や映
像、演技やパフォーマンス、デザインやアートなどの分野で活躍するインディペンデントな方々のコミュ
ニティーを再構築しようと、インディーズ・ライブラリー構想を掲げいます。そんなコミニティー作りの
集まりを年間を通じて行って参ります。2015年の第１弾は、音楽談義vol-1として、North Waveの朝の
番組「Tuck’s Morning Radio」でおなじみのタック・ハーシーさんをゲストに、音楽の深い話や、それ
に関連した最近の活動、プロジェクトなど皆さんにも関心のある話題を提供していただき、情報の共有や
仲間を増やす活動をここで行ってまいります。普段聞けない様な音楽の話、結構マニアックなトークが炸
裂するのでは無いでしょうか？会場も一体となった楽しいイベントにして行きたいと思いますので、多く
の方々の参加をお待ちしております。

ゲスト：Tuck Hersey (タック・ハーシー) 

東京都中野区出身 1960年2月23日生まれ 
10代からバンド活動にのめり込み、青山学院大学を卒業
後CM音楽制作を手掛ける。1986年からDJとしての活動
をスタートし、1993年FM NORTH WAVEの開局に合わせ
て札幌に移住。現在、選曲・構成・進行などを１人で手
掛けるワンマンDJとして活躍中。自身のバンドを率いて
ライブを行なうミュージシャンでもある。現在の担当番
組: FM North Wave (月)~(金) 6:00-9:00am Tuck’s Morning 
Radio Tuck Hersey’s Office代表  
Website: http://www.tuckhersey.com

主催：インタークロス・クリエイティブ・センター

音楽談義 VOL.-1

６月２０日（土）
pm4:00~ 
@ICC Cross x Garden
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インタークロス・クリエイティブ・センター
（ICC）では、2001年からクリエイティブ産業の
振興を行ってきています。この度は、札幌のクリ
エイター（ミュージシャンや映像作家など）のビ
ジネス基盤となるコミュニティーの強化・再構築
をはかるために、インディーズ・ミュージシャン
や映像作家のライブラリーをICC内に設置しま
す。 
 
 

北海道、そして札幌には多くの優れたミュージシャ
ンがおります。しかし、そのほとんどが東京に出
てメジャーデビューをめざします。ICCでは、イ
ンディペンデントレーベルを中心としたプロジェ
クトを創出し、地域（北海道・札幌）の産業とし
ての音楽活動を根付かせ産業育成につなげていこ
うと考えています。今後は、音楽のみならず映像
作家や脚本家、アーティストなども同様に情報収
集・ライブラリー化し、コミュニティーの形成と
コンテンツ産業の創出を目指していきます。

インディーズ・ライブラリー：

お問い合わせ：インタークロス・クリエイティブ・センター　事務局 

電話：011-817-8911  

WEBページ：https://www.icc-jp.com/about/contact.php　 

*お問い合わせ「タイトル」に必ず “インディーズ・ライブラリー【音楽談義】” の件とご記入くだ
さい。

今
回の、ICC  インディーズ・ライブラリー : 音楽談義 vol.-1 
ゲストのTuck Hersey (タック・ハーシー)さんからのメッセージ。  
 !
「現在のレコーディングでは、Pro Toolsを使ってフレーム単位で音のタイミングを変えたり、差し替え
たり、積極的に『完璧な音』に仕上げたものが多いですよね。一方60年代～70年代のレコーディングは、
かなりアバウトな人間らしさを活かしたものが今より数多くあります。もちろん間違いのないことにこ
したことはないんでしょうが、正確無比なことよりも、もっと大事なことが音楽ににはあるんではない
か？それこそが「伝わる、響く」音楽の核なのではないか？ちょっ とした遊び心も含めて。例えばWar
の "Why Can't We Be Friends" のイントロでは…  おっと、ここから先は当日実際に音を聴きながら
話しますね。お楽しみに！」 
 
* 当日はソーラーパワーで音楽を聴きます。驚くほど混じり気のない骨太で繊細な「本来の音」を是非楽

今年年度度は、⾳音楽分野と映像分野のライブラリーを中⼼心に作品、関連情報を収集し閲覧できるライブラリー

をICC（クロスガーデン内）に構築します。  

○⾳音楽分野：ソングライター、ミュージシャン（プレイヤー）、バンド、レーベル、楽器製作、録⾳音スタジオ他  

○映像分野：映像作家（監督、カメラマン、照明、録⾳音、等）脚本家、アニメーター、プロダクション、 

 　 　 　 　 　 　    編集スタジオ等  

◎ライブラリーでの情報・作品の収集⽬目標：各１００名（組）以上 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